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ミュ力」、「コミュニケーション・スキル」なども使用されている（平井， 2009；中西， 2013）。 
“コミュニケーション力”の英訳についても、communication skill、communication skills、 







































































































































































































































































1 2 3 4 5
汎用性 α=.80
“コミュニケーション力”はあらゆる場面で使われている。 .75 .03 -.09 .02 .09
“コミュニケーション力”は他者と良い関係を保つために必要だ。 .74 .01 -.09 .02 -.03
“コミュニケーション力”は仕事をする上で必要だ。 .74 .02 -.04 .01 -.09
今の社会において“コミュニケーション力”は特に重要な能力だ。 .68 -.09 -.05 .06 .02
“コミュニケーション力”があるかどうかは、その人にとって深刻な問題だ。 .48 .05 .15 .29 -.05
“コミュニケーション力”には様々な要素がふくまれている。 .44 .03 .10 -.20 .07
相手や状況によって必要な“コミュニケーション力”は変わる。 .43 -.03 .11 -.20 .01
不確定性 α=.78
“コミュニケーション力”という言葉は意味があいまいだ。 .07 .89 -.06 .03 .05
“コミュニケーション力”という言葉は表面的である。 .15 .72 -.16 -.02 -.05
“コミュニケーション力”という言葉はうさんくさい。 -.10 .72 .01 .03 -.04
“コミュニケーション力”はどのような能力なのかわかりにくい。 -.10 .47 .13 .14 -.23
“コミュニケーション力”という言葉は安易に使われている。 .09 .41 .17 -.17 -.02
“コミュニケーション力”は一時的に流行しているだけだ。 -.29 .40 .14 .00 .11
要求過剰性 α=.67
今の社会では“コミュニケーション力”が過剰に要求されている。 -.10 -.01 .74 -.16 -.07
今の社会は“コミュニケーション力”のない人を排除している。 -.08 .13 .59 .01 .13
今の社会では、“コミュニケーション力”のある人が影響力を持っている。 .20 -.04 .52 .14 -.17
“コミュニケーション力”によって、人間関係が駆け引きのようになる。 .04 .14 .50 .08 .03
今は昔よりも高度な“コミュニケーション力”が必要になっている。 -.02 -.17 .42 .01 .17
絶対性 α=.62
“コミュニケーション力”のない人は絶望的だ。 .08 -.04 .16 .58 .21
“コミュニケーション力”があるかどうかは、人間の価値に直結する。 .17 .07 .05 .56 .08
“コミュニケーション力”以外にも重要なことはある。 .36 .02 .15 -.53 .04
対人関係は“コミュニケーション力”で割り切れるものではない。 .06 .21 -.02 -.51 .17
“コミュニケーション力”は生まれつきの個人の資質で決まる。 -.07 .16 -.12 .40 .08
測定可能性 α=.80
“コミュニケーション力”は数値化することができる。 -.03 .04 -.04 .09 .91
“コミュニケーション力”は何らかの方法で測定できる。 .04 -.13 .11 .03 .68
負荷量平方和 3.33 2.88 2.68 1.79 1.69
因子相関行列
1 .02 .37 .02 .02




































汎用性 219 5.02 0.56 3.29 6.00
不確定性 219 3.55 0.73 1.50 5.83 -.03
要求過剰性 217 4.14 0.75 2.00 6.00 .30 ** .31 **
絶対性 217 2.76 0.68 1.00 4.40 -.01 -.10 .11
測定可能性 220 2.92 0.97 1.00 5.00 .03 -.05 .14 * .25 **
LOC 215 47.74 6.02 26.00 68.00 .06 -.14 * -.09 -.14 * .00
















N M SD t df p d
汎用性
なし 137 4.93 0.56 -2.95 217 .00 0.41
あり 82 5.16 0.53
不確定性
なし 137 3.51 0.64 -0.82 133.72 .41 0.12
あり 82 3.61 0.87
要求
過剰性
なし 135 4.08 0.71 -1.42 215 .16 0.20
あり 82 4.23 0.80
絶対性
なし 135 2.77 0.68 0.16 215 .87 0.02
あり 82 2.75 0.67
測定
可能性
なし 138 2.97 0.91 1.07 149.43 .29 0.16
あり 82 2.82 1.07
Table6　自己統制感による“コミュニケーション力”に対する態度の t検定
LOC N M SD t df p d
汎用性
低群 43 4.99 0.47 -1.27 101 .21 0.26
高群 60 5.11 0.46
不確定性
低群 43 3.69 0.85 1.84 101 .07 0.37
高群 60 3.41 0.68
要求
過剰性
低群 41 4.17 0.74 0.78 100 .44 0.16
高群 61 4.06 0.68
絶対性
低群 42 2.66 0.74 0.74 100 .46 0.15
高群 60 2.55 0.67
測定
可能性
低群 43 2.93 0.87 0.15 101 .88 0.03























スキル N M SD t df p d
汎用性
低群 49 5.01 0.57 -0.81 102 .42 0.16
高群 55 5.09 0.50
不確定性
低群 49 3.44 0.68 -0.68 101 .50 0.14
高群 54 3.54 0.77
要求
過剰性
低群 48 4.19 0.72 0.14 101 .89 0.03
高群 55 4.17 0.76
絶対性
低群 49 2.87 0.75 0.74 101 .46 0.15
高群 54 2.76 0.71
測定
可能性
低群 49 2.97 0.92 0.53 101.08 .60 0.10
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An exploratory study of the attitude of 
undergraduate students toward communication skills.
WATANABE Asami
Abstract
‘Communication skills’ are required in job-hunting of young people. While 
people regard ‘communication skills’ as important, there are often some aspects of 
‘communication skills’ that people perceive negatively. This study investigated 
undergraduate students’ attitudes toward ‘communication skills’. These attitudes were 
assessed using five factors: versatility, uncertainness, excessive demands, absoluteness, 
and possibility of measurement. Undergraduate students with job-hunting experience 
appreciated versatility more so than inexperienced students. Furthermore, students 
with high score on locus of control felt less uncertainness than the low group. Finally, 
it was suggested that the attitudes toward communication skills are independent of 
social skills levels.
